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国内 産業別に格差拡大／新しい価値観によるニューノーマル時代へ

3月中旬 危機管理委員会設置（グループ全社員の健康維持と事業の継続性を目的に設置／週次日次報告）※～9月末

2月中旬 一部の部品の調達に遅延発生（代替品の調達と設計変更に着手／調達ルートと在庫拠点の分散）

4月下旬 決算発表（通期業績予想 非開示）／経費削減徹底をグループ全体に通知

6月下旬 県境をまたぐ移動を緩和

コロナ禍における社員の健康維持施策強化
・「おうちアイデアコンテンスト」実施＆事例紹介
コロナ禍における社員の健康維持施策強化
・「おうちアイデアコンテンスト」実施＆事例紹介
危機対応としてプランＢを検討
・外部リソースとの連携や協業など、グループ内のリソースシフトなど
危機対応としてプランＢを検討
・外部リソースとの連携や協業など、グループ内のリソースシフトなど

1/4 感染症専門医師より中国で怪しい病気ありと注意喚起

公私ともに海外渡航禁止／国内出張規制強化／公共交通機関や会食などを原則禁止
フレキシブルな勤務体系導入（在宅勤務・時差出勤・マイカー通勤・ゾーニングなど）
生産活動の継続（食堂・休憩時間の３密徹底排除／手洗い・消毒・マスクの徹底など）
テレワーク推進（取締役会・執行役員会・監査役会・営業会議・開発会議・研修など）

工場視察受入禁止／直近2週間以内の海外渡航者の立入禁止／報道各社原則立入禁止

⾧期的な消費低迷懸念

7月下旬 1Q決算発表（通期業績予想 開示）

10月下旬 2Q決算発表

危機管理委員会継続決定

世界 サプライチェーン寸断と混乱
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※本年9月末までを来年3月末までに延⾧

海外渡航制限のため販売ルート開拓や新商品生産など遅延

6月中旬 株主総会（感染予防の徹底）

新型コロナウイルス感染拡大を受けた対応（時系列）
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危機管理委員会の設置
危機管理委員会体制図

新型コロナウイルスに感染した疑いがある
場合のフローを提示します。
別紙「新型コロナウイルス対応フロー
_20200417.pdf」を参照ください。

グループ各社の部門ごとに、週次報告を提
出しています。委員⾧（社⾧）を含めて危
機管理委員に属する者は、すべてに目を通
します。具体的には、以下の項目を記載し
ます。
・感染等により出勤していない社員の状況
（累積と現況）
・小中高等の休業に伴う勤務影響
・社員の健康管理
・出張等の移動管理
・顧客とのリレーション管理
・ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝと設計の全体最適化
・業務効率の改善管理
・各種情報の収集と発信にかかる管理
別紙「危機管理委員会週次報告書式.doc」
を参照ください。

社内掲示板や個別メールにて、具体的なガ
イドラインや指示を逐次発信しています。



株主総会の感染予防策
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株主総会の会場

・広々とした体育館で開催
・出席人数を最小化
・出席者の間隔を最大化
・出席者の着席場所を記録
・出席者に緊急連絡先の提出を依頼

・すべての扉や窓を全開
・大型扇風機による換気
・検温・マスク・アルコール消毒
・使い捨てスリッパ
・入退出を分散 など


